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関係人口創出プロジェクト「 1 7 9リレーションズ」とは

179リレーションズでは、ひとつひとつのまちや活動に注目し、住んでいる場所や世代を超えて誰もが対等
な関係性をつくっていきます。その結果、若者をはじめとする次世代の担い手が育ち、変化に強い持続的な
地域がつくられていくことを目指します。

特に以下の項目を重点項目として展開しています。
①「関係人口」創出により、地域外の若手人材を地域の活動へ巻き込みます
② 地域内の若者が、主体的に展開する様々な活動と連携します。
③ 関係人口創出WEBマガジン「179RELATIONS」から参加する若者のリアルな声をお届けします。

季刊誌「RELATIONS MAGAZINE」では、179RELATIONSの最新情報やホットな話題
をお届けします。みなさんとの連携のきっかけになればと思いますので、気になる情報や
活動がありましたらお気軽にお問合せください。

運営団体「NPO法人 e z o r o c k」とは

編集後記

年度末を迎えて179リレーションズでは、ボランティアメンバーと1年間の振
り返りと次年度の計画を立てるための議論を重ねています。何度もお伝えして
いますが、この1年はできなかったことも多かったけれど、できるように
なったことや可能性も大きく広がった年でした。その多くがオンラインの活用
によるものだった気がします。また今年は郵送物についても詳しくなった1年
でした。これもオンラインイベントを重ねてきたためです。参加者に事前に
資料を郵送するなど、対面の時とは違う気の使い方や配慮が必要で最初は苦労
しましたが、徐々にオフラインとの組み合わせによって、今までできなかった
形のコミュニティづくりの可能性を感じています。今回は、そんなオンライン
での活動事例を特集しました。まだまだ改良の余地はありますが、ぜひみな
さんと連携するひとつの切り口になればと思っています。2021年度も厳しい
1年になりそうですが、来年度もどうぞよろしくお願いいたします。

179リレーションズ
コーディネーター／編集長

水谷あゆみ（たに）

“ezorock”は、「社会を揺り動かす」という理念のもと、
2000年に行われた「RISING SUN ROCK FESTIVAL」に
おける環境対策活動をきっかけに2001年4月に設立され
ました。青年層のネットワーク拡大とともに、北海道の
地域課題に対して、若者のアイディアやパワーを届ける
事業を展開。活動を通して若者が自らの人生と社会を切
り開いていく機会を作り出しています。

2019年度実績
活動日数 318日 人数のべ1645人 地域 24市町村

https://lin.ee/ugUhj0g

距離を超えた可能性広がる

オンライン特集号
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本紙は、一社）北海道総合研究調査会休眠預金を活用した「北海道未来社会システム創造事業」の助成を受けて作成しています。活動の一部は、独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金を活用して実施しています。

Instagramも
続々更新中！

『zoom』でゲストと対談している様子を『Youtube』でライブ配信。
リアルタイムではなくアーカイブでも視聴できることが特徴。参加者と
のやり取りは『Youtube』のチャット欄を活用し質疑応答などを受ける。
視聴者は顔を出さなくても済み、最も気軽に参加できるため広く参加者
を集めたい場合におすすめ。当団体では、申込者にのみリンクを共有
する限定公開で、地域で活動するゲストをお招きする「RELATIONS 
RADIO」を配信（開催：3回／再生回数：合計206回）。
伊達市大滝区「おおたき新聞くらぶ」では、このイベントを応用し、
活動報告会を実施した（「災害時に助け合えるまちになるために」）。
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配信型イベント
RELATIONS RADIO

新型コロナウイルス感染拡大により、対面式での活動・イベントを実施できなくなったのはちょうど1年前でした。それから、様々なツールを試験的に導入して
全てのミーティングのオンライン化へ舵を切りました。それにより今まで大きな課題であった距離によるコミュニケーションのバラつきが少なくなり、今後の地域間
のコミュニケーションツールとして大きな可能性を感じています。一方で、オンライン化による都市部の若者の孤立も増加傾向にあることも事実であり（当団体
「大学生のコロナウイルス影響調査」より）対面でのコミュニケーションとの組み合わせによって、より効果的に双方のニーズを満たすことができると考えています。
今回は、1年間で実施した活動で効果的であったものを抜粋してお届けします。詳しい運営方法など疑問点があれば、お気軽にお問い合わせください！

▼ 2020年4月～2021年3月活動実績

活動日数のべ225日・参加者のべ624人（内オンラインイベント6回・142人） ※2019年度：のべ166日・参加者のべ551人

ボランティアミーティング回数188回・運営メンバー24 人 ※2019年度：6人

オンラインを活用した
活動事例

交流型イベント
市町村ナイトオンライン

オンラインゲスト＋会場研修
『集落の教科書』ワークショップ

参加者は全道・全国から

活動をつくるミーティング
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手軽さ ◎
参加者は顔を出さずに参加可能
主に新規参加者などが対象

巻込み △ 参加者とのやり取りは希薄になる

アレンジの
可能性

〇
実施形態は変えずに、
様々なテーマで実施可能

必要最低
スタッフ数

2
司会・ゲスト対応／配信担当

（臨機応変さは問われないため、
運営コストは低い）

ゲストも参加者も『zoom』に接続し交流する。リアルタイムで双方向
のやり取りができることが特徴。事前に、参加者の自宅に特産品や資料
などを郵送しておくと、画面上の繋がりの中でも一体感が生まれやすい。
また、オンラインツアーなどへのアレンジも可能で、参加者の満足度や
実際に会ってみたくなる率がとても高い。当団体で2月に実施した
「GREENDAY2021」では、4つのzoomを駆使して、道内外から2日間
でのべ138人が参加。ライブ感のあるコミュニケーションの中から学び
の場を生み出した。イベント終了後、LINEグループなどコミュニティ
が生まれやすく、その後のやり取りも活発に行われやすい。

↓配信中の
Youtube管理画面

↓実施ポイント

対面式の会場へゲストがオンライン登場
する形。ゲストからの熱量が届かない、
ゲストの孤立感など運営面でののハード
ルは高いが、会場に進行役を置き、ゲス
トとの橋渡し役を担うことができれば対
面式と同じクオリティを出すことは可能。

イベントの計画、実施、振り返りまですべてをオンラインで実施。
『zoom』で顔お合わせながら、『Google docs』『スプレッドシー
ト』『jambord』などのツールを活用して、意思疎通を補完する。住
んでいる場所関係なく運営メンバーとして巻き込むことができる。

手軽さ △ 新規参加者にはハードルが高い

巻込み ◎
双方向性やライブ感があるので、
次の展開につなげやすい

アレンジの
可能性

◎
オンラインツアーなど配信方法や
イベント趣旨を工夫可能

必要最低
スタッフ数

3
司会／配信担当／参加者対応
（接続環境など参加者への
対応が必要）

↓スタッフは
2,3台の媒体が必要

↓実施ポイント

巻込み ◎ 会場の熱量は上がり、次の動き出しはしやすい

アレンジの
可能性

△
ワークショップの内容は工夫できるが、
配置や接続上大きなアレンジは難しい

必要最低
スタッフ数

2
司会／配信担当
（ゲスト・会場双方の進行役が必要）

↓実施ポイント


